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要 旨
この小論は,ボ ラ ンテ ィア活動 を行 う個人的 な目的 と現代 の社会状況 の変 化 との関連を考察す るた
め,外 国人支援 ボラ ンテ ィア活動 に対す る調査 に先立 ちい くつかの分析 のための視 角を提示 するこ と
にある。本稿においては,ボ ラ ンティア活動 に関す る一般 的な像(定 義)や 動 機 とボ ランテ ィアを実
際 に行 ってい る人 々が抱 く像 や動機 とのギ ャ ップ,人 々がボラ ンテ ィア活動 を継続 で きる/で きない
理 由につ いてその社会 的背景 か ら若干 の考察 を行 った。
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1.は じ め に
1995年 の阪神 ・淡路大震災でのボランティア






















































たボランティアは 「慈善」等と比較 して 「古 く






























訪れたとき,結 果 としてそうしていたと気づ く
といった性質のものであ り,日 常の生活の社会













































ボランティア活動を行 っている人 々が抱 くボラ
ンティア像に関して,大 束(2002)は 国際ボラ
ンティアに従事 しているボランティア団体の構
















題解決型動機)と に動機を分類 し,こ の二つに
ボランティア活動に 「貢献」と 「学び」の両義
的な意味を求める 「互酬性」を加えている(興





























3.ボ ラ ンテ ィア活 動 を
継続 で きる理 由 ・で きな い理 由











よ)勉 強をし学校の単位を取 りサークルに入 り
佛大社会学 第28号(2003)
友 達 と語 ら いア ル バ イ トを し コ ンパ に行 き卒 論
を書 き就 職 活動 も しな け れ ば な らな い。 限 られ
た時 間 内 に詰 め込 ま れ た しな け れ ば な らな い多
くの こ とや,や りた い こ と。 そ の よ うな生 活 を
エ ン ジ ョイ し,充 実 した生 活 を送 り続 け て い く
人 た ちが い る。 だ が そ の反 面,特 別 だ った楽 し
み や忙 し さが 日常 化 し特 別 な もの で な くな り,
夏 休 み の終 りの よ うな毎 日に ウ ンザ リ して しま
う人 た ち,そ もそ も不 規 律 な生 活 や人 との 出会
い や 関 わ り合 い に うま くな じめ な か った人 た ち
も当然 い る。 忙 し く もあ り,退 屈 で もあ る大 学
生 活 に,わ ざわ ざ ボ ラ ンテ ィア活 動 をす る余 裕
が ど う して あ る のだ ろ うか 。
『学 生 の ボ ラ ンテ ィア活 動 に 関 す る調査 』(財
団法 人 内 外 学 生 セ ン タ ー1998)に よ る と3),
ボ ラ ンテ ィアが で きな い理 由 と して 「大 学 の 時
間 が 忙 しい 」(20.5%),「 活 動 に要 す る技 術 や
知 識 が な い 」(19.2%),「 情 報 が 不 足 して い る」
(16.9%),等 が あ げ られ て い る。 ま た,ア ル バ
イ トとボ ラ ンテ ィア活 動 の どち らを優 先 す るか,
と い う問 い に対 して は 「ど ち らか と言 え ば アル
バ イ ト優 先 」(46 .8%),「 アル バ イ ト優 先 」(26.
1%)と ボ ラ ンテ ィア 活 動 よ り も アル バ イ トを
優 先 す る大 学 生 の 方 が 圧 倒 的 に多 い。
そ れ で も大 学 生 は ボ ラ ンテ ィ ア 活 動 を す る
(し た)。 上 記 の 報 告 書 に よ る と,ボ ラ ンテ ィア
経 験 が あ る 学生 は 全 体 の40.7%に もの ぼ る。 そ
して 現 在 ボ ラ ンテ ィア 活 動 に参 加 して い る大 学
生 の 半 数 以 上,52.0%が 自発 的 な意 志 に よ って
参 加 して い る。 そ の動 機 と して 「困 って い る人
を 手 助 け した い 」(39.1%),「 新 し く感 動 で き
る体 験 を した い 」(33.0%),「 新 しい 人 と 出 会
い た い」(30.9%),厂 地 域 や 社 会 を よ り良 く し
た い」(22.4%),「 自分 の や りた い こ と を発 見
した い」(21.3%)な どが あ げ られ て い る。 だ
が,こ の 報 告 書 で は,ど う して ボ ラ ンテ ィア 活
動 を続 け るの か,と い う点 に つ い て は言 及 され
て い な い。 様 々 な思 い に よ って 突 き 動 か され,









間,長 期滞在 という共同性にある 「遊」の面,
「コムニタス」を見出す。 日常生活の様 々な属





































































1)な おボラ ンテ ィア活動を側 面か ら支 えた もの
に国際 ボ ランテ ィア年 の存在 もある。1997年 に
国連総会 に おいて2001年 をボ ランテ ィア国 際年
とす る決議が採択 されて いる(『 国民生 活白書』
2000)0
2)こ の調査 活動 は,平 成15年 度佛教大 学特別研
究助成 「ボラ ンテ ィア ・社 会奉仕活 動が これか
らの社会 や個人 に与える影響」(代表:大 束貢生)
に よって行われ てい る。現 在 データ収集 中であ
り,別 途調査結果 および考察 を行 いたい と思 う。
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